
2026年3月28日（土）午後　口頭発表
A会場(A1) B会場(A2) C会場(A3) D会場(A4) E会場(B1,2)

13:30 A101◯加藤 綾奈1 、小

野 剛1、南雲 晴菜2、大

井田 寛2(1. 東京都農林

総合研究センター、2. 法

政大学生命科学部)

チュウゴクアミガサハゴロ

モ越冬卵の発育パラメー

タを用いた孵化時期予

測の検討ならびに卵およ

び１齢幼虫の薬剤感受

性

B101◯藤森 颯 太1 (1.

奈良県農業研究開発セ

ンター)

各種薬剤のヒラズハナア

ザミウマに対する効果と

クロヒョウタンカスミカメに

対する影響

C101◯楠原 弘己1 、門

間 由美子1 (1. 宮城県古

川農業試験場)

宮城県産ツメクサガおよ

びオオタバコガの発育零

点と有効積算温度

D101◯高野 俊一郎1、

Perera Nadeeka1 (1. 九

大院・農)

細胞質不和合を引き起こ

すMesenetiaに感染した

寄主ハムシ雄の性的競

争能力

E101◯檜垣 守男1 (1. 農

研機構・植防研)

ゴマダラカミキリの２年型

の体サイズが大型化す

るのはなぜか？～温度

の影響～

13:45 A102◯薬師寺 賢1 (1.

岡山県庁)

岡山県におけるモモのカ

イガラムシ類に対する有

効薬剤と発芽前防除の

検討

B102◯佐藤 信輔1 、岡

田 亮1、ハムディアブデ

ルサラム ファテン1、杉山 

恵乃1 (1. 茨城農総セ・園

研)

TSWV多発生ピーマンハ

ウスにおけるヒラズハナ

アザミウマ保毒虫率の動

態

C102◯永山敦士1,2、王

浩舟2、伊禮 信3、七夕

高也4,5、郭威2 (1. 沖縄

県農研セ、2. 東京大学、

3. 沖縄県病害防セ、4. 千

歳科学技術大学、 5. か

ずさDNA研究所)

ドローンの経時的データ

基づくイネヨトウSesamia
inferens (Walker)被害の

モニタリング方法に関す

る研究

D102◯新村 瑠里1、外

山 晶敏1、岸本 英成1 (1. 

農研機構・植防研)

異なる湿度条件下におけ

るミヤコカブリダニの生存

限界時間の評価

E102中本 光玲1、上田 

昇平3、上田 嘉一2、◯

平井 規央3 (1. 大阪府大

院・生命、2. やまと自然と

虫の会、3. 大阪公大院・

農)

マルカメムシを捕食する

ムネアカオオクロテントウ

の生活史

14:00 A103◯貴志学1、弘岡

拓人1,2 (1. 和歌山かき・

もも研、2. 大阪公大院・

農)

クビアカツヤカミキリ卵の

高温蒸気による防除法の

開発

B103◯北山 僚太朗 1、

西 優輔1 (1. 岡山農研)

促成栽培イチゴでのブラ

インシュリンプ卵を導入し

たアカメガシワクダアザミ

ウマ利用体系における放

飼個体分布変化とアザミ

ウマ類被害抑制効果

C103◯東浦 祥光1 、本

田 善之1、大山 恭吾1 (1. 

山口農林総技セ)

水田における黄色粘着板

を用いた害虫類および寄

生蜂類のモニタリング

D103◯関根 崇行1、大

江 高穂1、駒形 泰之1 (1. 

宮城農園研)

パプリカ施設におけるク

モンクサカゲロウのアブ

ラムシ抑制効果と産卵特

性

E103◯椊田 光哉1、山

﨑 周一郎1、吉澤 比英

子1、野澤 聡華1 (1. 栃木

県農業総合研究セン

ター)

栃木県南部地域における

イネカメムシの発生消長

と生態調査

14:15 A104◯弘岡拓人1,2、増

田 吉彦3、滝久智4、上

田 昇平2、平井 規央2 (1. 

和歌山かきもも研、2. 大

阪公立大院・農、3. 和歌

山県岩出市、4. 森 林総

研)

クビアカツヤカミキリに対

する長期残効性薬剤含

有ネットの防除効果

B104◯高田 裕司1 (1.

長崎県農林技術開発セ

ンター)

イチゴ圃場における天敵

温存植物「スイートアリッ

サム」混植の有効性

C104◯住田 歩夢1 、田

渕 研2、吉村英翔3、竹

松 葉子4 (1. 鳥取大院・

連合農、2. 農研機 構東

北農 研 、 3. 玉川大 学・

農、4. 山口大院・創成科

学)

景観要因がイネカメムシ

の発生量に及ぼす影響

D104徳田 暉1、髙橋 直

大1、山本 雅信1,2、◯鈴

木 丈詞1,2 (1. 農工大

院・BASE、2. 農工大院・

AIS)

マデラゴキブリの睡眠様

状態と老化の関係

E104◯小林 誠1、関澤 

央宜1、野沢 英之1 (1. 栃

木県農業総合研究セン

ター環境技術指導部防

除課)

栃木県におけるイネカメ

ムシのスマート害虫モニ

タリングシステムに対す

る誘殺消長，誘殺時間帯

及びその環境要因



2026年3月28日（土）午後　口頭発表
F会場(C1,2) G会場(D1,2) H会場(E1,2) I会場(H1,2) J会場(シビックホールB)

F101◯見上 孝1 (1. 生物

めぐみ研究所)

ミツバチの精子生存観察

の新規方法について

G101◯宮崎 智史1、林 

良信2、山口 勝司3、重

信 秀治3 (1. 玉川大・院・

農、2. 慶應大・法、3. 基

生研)

カドフシアリの女王多型

と関連するスーパージー

ン

J101◯汪 辰昊1、関口 

実里2、日本 典秀1 (1. 京

大院・農・生態情報開、2. 

アリスタ ライフサイエンス

株式会社)

In a warming world:

Temperature alters

locomotor and predatory

behaviour of polyphagous 

predatory mites

Amblyseius andersoni 
(Acari: Phytoseiidae)

13:30

F102◯原野 健一1 (1. 玉

川大・ミツバチ科学)

ダンスで動員されたミツ

バチはダンサーよりも高

濃度の花蜜を燃料として

持ち出す

G102◯丹伊田 拓磨1、

松浦 健二1 (1. 京大院・

農・昆虫生態)

真社会性昆虫ヤマトシロ

アリにおいて発現変動す

る遺伝子のゲノム特性

J102◯Rismayani 

RISMAYANI1,2、Nozomu 

Naiki3、Hideaki 

Takahashi1、Rio Suga3、

Kana Suzuki1、Faten 

Abdelsalam Hamdi1、

Masanobu 

Yamamoto1,4、Takeshi 

Suzuki1,4 (1. BASE, 

TUAT、2. BRIN, 

Indonesia、3. Fac. Agric., 

TUAT、4. AIS, TUAT)

An RNAi-based 

biobooster: Dietary 

dsRNA targeting a 

circadian clock gene 

enhances predatory mite 

performance

13:45

F103濱野 元晴1、仁木 

和哉1、今村 恵基1、◯

佐々木 謙1 (1. 玉川大・

農)

セイヨウミツバチにおける

毒液中の生体アミン濃度

のカースト差とその差を

つくりだす仕組み

G103◯稲田 圭1、徳田 

岳2、千頭 康彦3、大出 

高弘1、大門 高明1 (1. 京

大院・農、2. 琉球大・熱

帯生物圏研究センター、

3.静岡大・理)

紙食害性昆虫マダラシミ

における高度なセルロー

ス分解能の進化

J103◯谷重 和来1、千

頭 康彦2、新美 輝幸

3,4、大出 高弘1 (1. 京都

大・院農、2. 静岡大・院

理、3. 基生研・進化発

生、4. 総研大・先端学術)

Exploring a wing 

homologous region in 

the wingless insect 

Thermobia domestica

14:00

F104◯小谷 寛己1、

佐々木 謙1 (1. 玉川大・

院・農)

クロマルハナバチ女王の

コロニー発達に伴う産卵

性比の変化

G104◯井上 慎太郎1、

島村 彩音2、越山 顕一

朗3、友成 さゆり4、高田 

太陽2、石丸 善康5、宮

脇 克行1、髙橋 章6、二

川 健7、野地 澄晴8、渡

邉 崇人1、三戸 太郎1 (1. 

徳島大・BIRC、2. 徳島

大・院創成科学、3. 徳島

大・院社会産業理工・機

械科学系、4. 徳島大・技

術支援部、5. 徳島大・院

社会産業理工・生物資

源、6. 徳島大・院医歯

薬・予防環境栄養、7. 徳

島大・院医歯薬・生体栄

養、8. 株式会社EvoDvo 

Tech)

フタホシコオロギにおける

表皮での遺伝子過剰発

現システムの確立とクチ

クラ研究への活用

J104◯潘 豪1 (1. 東京農

工大学大学院生物シス

テム応用科学府鈴木研

究室)

Comparative proteomics

reveals the programmed

induction mechanism

underlying embryonic

diapause in the field 

cricket, Teleogryllus
emma

14:15



2026年3月28日（土）午後　口頭発表
A会場(A1) B会場(A2) C会場(A3) D会場(A4) E会場(B1,2)

14:30 A105◯砂村 栄力1 、弘

岡 拓人2、山本 優一3、

城塚 可奈子3、向井 裕

美1、所 雅彦1、小西堯

生1、上森 教慈1、滝久

智1、松本 剛史1、加賀

谷 悦子1、田村 繁明1 (1. 

森林総合研究所、 2. 和

歌山かきもも研、3. 大阪

環農水研)

樹幹から羽化脱出してき

たクビアカツヤカミキリを

ネット巻きとの併用により

駆除するベイト剤の開発

B105◯山本 英里子 1、

澤村信生1 (1. 島根農技

セ)

島根県の施設アスパラガ

スにおけるネギアザミウ

マの発生動態と有 効薬

剤の検討

C105◯新田 裕之1 、星

野 滋1、浅枝 諭史1 (1.

広島総研農技セ)

GRVI変換後のドローン空

撮画像を用いたトビイロ

ウンカ坪枯れの早期発見

技術

D105◯浦野 忠久1、砂

村 栄力1、長谷川 美恵

子2 (1. 森林総合研究

所、2. 大和化学工業(株))

クビアカツヤカミキリ野外

被害木に対する捕食寄

生性甲虫サビマダラオオ

ホソカタムシ放飼試験

E105◯矢吹 侃也1、角

田 ひかり2、野村 昌史1 

(1. 千葉大院・園芸、2. 千

葉農林総研暖地)

ウスモンミドリカスミカメ

Apolygus lucorumの千葉

県における生活史

14:45 A106◯向井 裕美1 、河

野 雅史2、陶山 純2、小

野寺 隆一3、高梨 琢磨4 

(1. 森林総研、2. みのる

産業（株）、3. 東北特殊

鋼（株）、4. 福島大・食農

学類)

菌床栽培シイタケを対象

とした振動のダブル効果

の検証：害虫抑制及び子

実体 発 生管理は可能

か？

B106◯吉村友加里1 (1.

長崎県農林技術開発セ

ンター)

長崎県内のアスパラガス

に寄生するアザミウマ類

の種構成と殺虫効果

C106◯山口 慧1、北野

大輔2、岡本 繁樹1、近

藤 篤 1 (1. 滋賀県 農技

セ、2. 滋賀県農政水産部

農政課)

ミナミアオカメムシにおけ

る越冬予測モデルの構

築と精度検証

D106◯中井 善太1、中

上 智司2、佐藤 智哉2、

大井田 寛2、中村 耕士1 

(1. 千葉農林総研セ、2. 

法政大・生命)

根深ネギにおける生息地

管理による天敵類の保護

強化及び害虫類の防除

E106◯谷山 克也1 (1. 国

士舘大学)

トワダオオカの関東地方

における生活史の推定

15:00 A107◯高梨 琢磨1 、根

本 有希菜1、床井 まど叶

1、佐藤 琉世1、阿部 翔

太2、小野寺 隆一2 (1. 福

島大学食農学類、2. 東

北特殊鋼)

振動によるコナジラミ類に

対する防除効果：福島県

のトマト生産者圃場にお

ける実証

B107◯片山 晴喜1 、中

野 亮平1、曾根 良輔1 (1. 

静岡県農林技術研究所)

ヘヤカブリダニ土着系統

とスワルスキーカブリダ

ニ製剤との捕食能 力の

比較

C107◯石丸 晃成1 、白

石 祥子1、前田 貢輝1 (1. 

佐賀県果樹試験場)

LEDを光源としAIによる識

別機能を有する予察灯

の果樹カメムシ類に対す

る実用性評価

D107◯矢野 文士1、赤

星 裕良2、江頭 颯太3、

徳田 誠1,3 (1. 鹿児島大

院・連合農、2. 佐賀大

院・農、3. 佐賀大・農)

飛ばないナミテントウ(トバ

テン)と野生型との防御形

質およびニホンアマガエ

ルによる捕食リスクの比

較

E107◯澤村 信生1 (1. 島

根農技セ)

島根県におけるフジコナ

カイガラムシ越冬ステー

ジの変化について

15:15 A108◯大江高穂1,4、関

根 崇行1、駒形 泰之1、

小野寺 隆一2、阿部 翔

太2、高梨 琢磨3、堀雅

敏4 (1. 宮城県農業 ・園

芸総合研究所、2. 東北

特殊鋼（株）、3. 福島大

学、4. 東北大学)

パプリカおよびキュウリに

おける振動による害虫防

除―コナジラミ類・アザミ

ウマ類に対する効果検証

と天敵の併用―

B108◯楠畑 勇祐1 、外

薗 幸夫 1,4、樋口 康一

1,2、宮崎 信幸3、有馬

康平3 (1. 鹿児島南薩振

興局指宿、2. 鹿児島農

総セ、3.指宿市、4. 鹿児

島市)

施設オクラのコナジラミ

類に対するスワルスキー

カブリダニ導入の検討

C108◯高橋諒1,2、酒井

和彦1,2、小俣 良介3,2、

宮田穂波3 (1. 埼玉県病

害虫防除所、2. 埼玉・農

技研、3. 埼玉県茶業研

究所)

チュウゴクアミガサハゴロ

モの埼玉県内における生

態と発生消長について

D108◯玉川 陽菜1、加

藤 綾奈2、大井田 寛1 (1. 

法政大院・理工学、2. 東

京都農セ)

ハナグモはヒメハナカメ

ムシと共存できる？：天

敵温存植物を植栽した都

市農業のナス圃場にみら

れるクモ類とその機能評

価

E108◯北嶋 康樹1、安

達 美音1 (1. 茨城大・農・

応動昆)

サガミナミハダニの生活

史とその寄主植物クワク

サのフェノロジーとの関

係
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F105◯千代田 和真1、

井上 哉太1、佐藤 俊幸

1、小山 哲史1 (1. 東京農

工大学院・農)

ヤマヨツボシオオアリの

生殖虫における複数回交

尾可能性の検証

G105◯高橋 迪彦1、高

田 悠太1、杉山 隆雅

1,2、森山 実1、深津 武

馬1,2,3、二橋 亮1 (1. 産

総研、2. 東大院・理、3. 

筑波大院・生命環境)

カメムシ目昆虫に

doublesex遺伝子は存在

するか?

H105◯Lingtao Zhang1、

Chieka Minakuchi2、

Masami Shimoda1 (1. 

UTokyo Agr & Life Sci、

2. Nagoya Univ. Bioagri

Sci)

The molecular

mechanism underlying

growth and

metamorphosis in black

soldier fly (Hermetia 
illucens)

J105◯Poonyapat 

Punhom1、Athipat 

Ngernmuen1、Narisara 

Piyasaengthong 1 (1. 

Kasetsart University)

Impacts of crossbreeding 

between wing color 

variants of Gryllus
bimaculatus (Orthoptera: 

Gryllidae) on their growth 

and productivity

14:30

F106◯村上 貴弘1、宮

田 弘樹2 (1. 岡山理大・

理・動物、2. 竹中工務

店・技研)

ハキリアリはどのような

音に強く反応するのか？

G106◯杉本 貴史1 (1. 

静岡大学農学部)

アズキノメイガにおいて

新規に同定されたW染色

体連鎖メス化因子候補

の解析

H106◯平石 拓海1、坂

井 貴臣1、朝野 維起1 (1. 

東京都立大学・院・理)

Searching genes 

responsible for the 

exaggerated traits in the 

foreleg of the long-

legged fruit fly, 

Drosophila prolongata

J106◯熊谷 佳奈子1、

朝比奈 雅志2、土｀田 努

3、湯本 絵美2、別所-上

原 奏子1 (1. 東北大学、

2.帝京大学、3. 富山大

学)

Identification of Plant-

Side Factors

Contributing to Gall

Development

14:45

F107大部 喜子1、相川 

和1、◯北條 賢1 (1. 関学

大・院・理工)

アミメアリにおける対峙相

手に応じた攻撃行動様式

の違い

G107◯野崎 友成1,2、小

林 裕樹1、池田 弥華1、

重信 秀治1,2 (1. 基礎生

物学研究所、2. 総合研

究大学院大学)

共生細菌の入れ替わりと

ゲノム進化によるアブラ

ムシ多重共生システム

の再構築

H107◯吉田 美月1、黄

川田 隆洋1 (1. 農研機

構・生物研)

Tissue-specific 

expression of aquaporins 

and trehalose 

transporters during 

anhydrobiosis induction 

in larvae of Polypedilum 
vanderplanki

J107◯Eko Andrianto1、

Norihide Hinomoto1 (1. 

Lab Eco.Info,GAS, Kyoto 

Univ.)

Behavioral and Molecular 

Heat Stress Responses 

Associated with 

Wolbachia Infection in 

the Predatory Bug Orius 
strigicollis

15:00

F108◯濱口 京子1、神

崎 菜摘1、秋野 順治2 (1. 

森総研関西、2. 京工繊

大)

クロナガアリの新女王に

よる執拗な入り込み行動

について

G108◯長 泰行1 (1. 千

葉大学・園芸学研究院)

子育ては独りでするより

他個体と：キイカブリダニ

による卵の保護

H108◯Kathleen Tacipit 

Dizon1、Yuki Mitaka1、

Chieka Minakuchi1 (1. 

Nagoya University)

Developmental 

Expression Profiles of 

Fatty Acid Synthase 

Genes in the red flour 

beetle, Tribolium
castaneum (Coleoptera: 

Tenebrionidae)

J108◯蔡 雯瑾1、森山 

実2、西出 雄大3、古賀 

隆一2、深津 武馬2,1,4 

(1. 東大・院理、2. 産総

研、3. 農研機構、4. 筑波

大・生命環境)

Artificial symbiotic 

Escherichia coli can 

better colonize the host 

stinkbug and 

outcompete the natural 

symbiotic bacteria

15:15



2026年3月28日（土）午後　口頭発表
A会場(A1) B会場(A2) C会場(A3) D会場(A4) E会場(B1,2)

15:30 A109柳澤 隆平1、 ◯萬

屋 宏1 (1. 農研機構・植

物防疫研究部門)

振動によるチャノミドリヒメ

ヨコバイの行動制御の可

能性

B109◯浦野 知1、広岡

佑太2、中野昭雄2 (1.ペ

コＩＰＭパイロット、2. 徳島

農総技セ)

害虫の増加を許さない薬

散間隔—タバココナジラミ

防除の成否の要因

C109◯佐野 正和1 (1.

農研機構・北農研)

ジャガイモ圃場における

アブラムシ有翅虫の飛来

に影響を及ぼす気象要

因

D109◯中野 亮平1、片

山 晴喜1、曾根 良輔1 (1. 

静岡農林技研)

タバコカスミカメに対する

各種気門封鎖剤およびコ

ナジラミ忌避剤の影響

E109関　 那由太1、◯宇

高 寛子1 (1. 岡山理科大

学)

オカダンゴムシにおける

低温耐性の季節変化と

温度の影響

15:45 A110◯浦入 千宗1、星

貴之2、小嶋 凌勢3、伏

見 龍樹3、落合 陽一3 (1. 

農研機構・野花研、2.ピ

クシーダストテクノロジー

ズ(株)、3. 筑波大

コナジラミ類防除ロボット

の実用化に向けた空気

渦輪による害虫の離脱促

進効果の検討

B110◯曾根 良輔1 、中

野 亮平1、片山 晴喜1 (1. 

静岡県農林技術研究所)

タバココナジラミに対する

各種気門封鎖剤の殺虫

効果

C110◯星野 滋1、亀井

幹夫2 (1. 広島県立総合

技術研究所農業技術セ

ンター、2. 広島県農林水

産局林業課)

ハナアザミウマの放飼実

験によるレモン果皮障害

の原因特定

D110◯春山 靖成1、村

上 理都子2、樋口 聡志1 

(1. 熊本県農業研究セン

ター、2. 農研機構・植防

研)

冬春トマト圃場におけるタ

バコカスミカメのトマトキ

バガ捕食状況

E110◯宮竹 貴久1、福

戸 悠太1、高橋 祐衣1、

五島 千秋1、澤谷 祐輝1 

(1. 岡山大学)

農作物も加害するオカダ

ンゴムシを含むダンゴム

シ類の岡山市内における

分布

16:00 A111◯嶋村 南璃1 、二

村友彬1 (1.神奈川県農

業技術センター)

神奈川県内のタバココナ

ジラミに対する殺虫剤の

効果について

B111◯與儀喜代政1 (1.

沖縄県 農 業 研 究 セ ン

ター)

施設ナスにおけるブプロ

フェジン水和剤およびタ

バコカスミカメ高密度放

飼併用によるクロテンコ

ナカイガラムシの密度抑

制効果

C111◯川田 祐輔1 (1.

神奈川県農技セ足柄)

神奈川県におけるミカン

ナガタマムシの羽化消長

D111◯小松﨑 優1、水

谷 信夫1 (1. 農研機構・

植防研)

侵入害虫トマトキバガに

対する土着寄生蜂の探

索

16:15 A112◯岩本 哲弥1 、大

山 恭吾1、本田 善之1 (1. 

山口農林総合技セ)

おとり植物と忌避剤，気

門封鎖剤を組み合わせ

たイチゴのアザミウマ類

防除体系について（第3

報）

B112◯安達 修平1 、秋

月 岳1、眞田 幸代1 (1.

農研機構・植防研)

トマトキバガを効率的に

多数飼育可能な人工飼

料の開発

C112◯中山 大誠1 、元

吉 真衣1、塩田 あづさ1 

(1. 千葉県農林総合研究

センター)

アブラナ科に寄生するシ

ス ト セ ン チ ュ ウ

Heterodera cruciferae が

関与するダイコン根部傷

害の発生

D112◯藏滿 司夢1、田

村 和暉2、藤江 隼平3、

石川 夏帆1、江川 和総1 

(1. 筑波大学・応用動物

昆虫学研究室、2. 茨城

大学・農学部、3. 大阪市

立自然史博物館)

Sex and the pity: 強固な

外骨格を持つシロコブゾ

ウムシ成虫に寄生する寄

生蜂 Perilitus sp. の寄主

特異性と特異な産卵戦

術

E112◯新谷 喜紀1、小

森 崇聖1 (1. 南九州大・

昆虫)

二次寄生蜂大量飼育シ

ステムの構築

松尾 和典
線

松尾 和典
線



2026年3月28日（土）午後　口頭発表
F会場(C1,2) G会場(D1,2) H会場(E1,2) I会場(H1,2) J会場(シビックホールB)

F109◯辻 和希1,2、有馬 

一輝1、植松 潤平1,2、山

道 真人3 (1. 琉大・農、2. 

鹿大・院・連合農学、3. 

国立遺伝研)

対立が共存を生む種内

適応荷重理論のテスト：

対照的２種比較

G109◯井上 貴裕1 、國

貞 葉菜子1、水谷 恵子

1,2、吉田 知生1、甲斐

久博5、宇都 拓洋4、小

田 憲司1、稲垣 歩3、上

野 崇寿3、川田 逸人2、

古川 隼士2、辻 尚利2、

八田 岳士2 (1. 一般財団

生物科学安全研究所、2.

北里大学院、3. 大分

工専、4. 長崎国際大、5. 

九州医療科学大)

ヒノキ含有成分はワクモ

の吸血行動に変化を及

ぼす

H109Shine Shane 

Naing1、◯Takahisa 

Miyatake1 (1. Okayama 

University)

Effects of larval caffeine 

exposure on adult 

fecundity and egg 

hatchability in the red 

flour beetle, Tribolium
castaneum (Coleoptera: 

Tenebrionidae)

J109◯SHANJIDA 

SULTANA1 (1. Kyushu 

University)

Effects of prior host 

experience on mating 

success in the larval 

parasitoid Microplitis 
croceipes

15:30

F110◯三高 雄希1 (1. 名

古屋大学・農・害虫制御)

ヤマトシロアリの職蟻を

誘引する集合フェロモン

の成分再評価

G110◯有本 誠1、肥後 

雄一2,4、後藤 哲雄3,5 

(1. 横浜植防、2. 横浜植

防成田支所、3. 流通経

済大学、4. 現在：横浜植

防東京支所、5. 現在：龍

ケ崎市)

南米大陸からのハダニ

科Tetranychus
turkestaniの初記録－日
本の輸入植物検疫にお

ける捕捉－

H110◯八田 曉美1、橋

爪 洋太1、原田 翔太1 (1. 

土浦日本大学高等学校)

Deciphering the "Black 

Box" of Silkworm Strain 

c02: Physiological 

Validation of the I Gene 

and the Serendipitous 

Identification of Y and C 

Genotypes.

J110◯江川 和総1、野

口 隼人1、小松崎 優1、

Piyasaengthong 

Narisara2、古川 誠一1、

藏滿 司夢1 (1. 筑波大

学・応用動物昆虫学研究

室、2. カセサート大学・理

学部・動物学科)

Broad impacts of 

fungicides on parasitoids 

via consumption by their 

hosts

15:45

F111伊藤 龍之介1、三

友 光1、矢部 清隆1、高

田 守1、◯松浦 健二1 (1. 

京都大学大学院農学研

究科)

シロアリ社会の偶然と必

然：巣のネットワーク構造

に応じた王室場所決定

G111水野 寛太1、Dong 

Liang1、◯白藤 梨可1 (1. 

帯畜大・原虫研)

原虫感染フタトゲチマダ

ニにおける immune

deficiency（IMD）経路構

成分⼦の機能

H111◯Aint Thet Htar 

Oo1、Takamasa 

KOMORI2、Yoshinori 

SHINTANI2、Tarô 

ADATI1 (1. Tokyo Univ. 

of Agriculture、2. Minami 

Kyushu Univ.)

Stable isotope evidence 

for intraspecific 

cannibalism in the fall 

armyworm Spodoptera 
frugiperda

J111◯Surapat 

Tantayothin1、Weeyawat 

Jaitrong2、Narisara 

Piyasaengthong 1 (1. 

Kasetsart University、2. 

NSM Thailand)

Behavioral patterns and 

changes of Asian weaver 

ant Oecophylla 
smaragdina 

(Hymenoptera: 

Formicidae)

16:00

F112◯沓掛 磨也子1、

森山 実1、深津 武馬1 (1. 

産業技術総合研究所)

社会性アブラムシにおけ

る自己犠牲的なゴール

修復行動の分子・細胞基

盤の進化

G112◯澁谷 光1 (1. アジ

アプランニング株式会社)

阿蘇地域の草地における

ヤマビルの生息状況

H112◯Elcidio Eugenio 

Sambo1、Yuki Fujita1、

Laura Carmela 

Narvaez1、Daigo Aiuchi1 

(1. Obihiro Univ.)

Endophytic ability of 

entomopathogenic fungi, 

Beauveria bassiana and 

Akanthomyces spp. on 

maize and oral infection 

against Asian Corn Borer

J112◯平松 大典1、佐

藤 俊幸1、小山 哲史1、

大井田 寛2 (1. 東京農工

大院・農、2. 法政大・生

命)

Biological control effects 

of Geocoris varius 

against the mutualistic 

relationship between the 

invasive alien species 

Argentine ant and aphids

16:15



2026年3月30日（月）午前　口頭発表
A会場(A1) B会場(A2) C会場(A3) D会場(A4) E会場(B1,2)

9:00 A301◯林 真弓1、中野

昭雄1 (1. 徳島県立農林

水産総合技術支援セン

ター)

イチゴに寄生するワタア

ブラムシに対する気門封

鎖型薬剤の殺虫効果(第

2報)

B301◯大野 豪1、城本

啓子1,2 (1. 沖縄農研セ・

石垣支所、2. 琉大・熱生

研西表)

八重山地域の水田に発

生する主要カメムシ類の

中から，重要害虫種を特

定した

C301◯森 大佑1、山中

武彦1 (1. 国立研究開発

法人農業・食品産業技術

総合研究機構)

誘蛾灯捕殺データと齢構

成モデルによるチョウ目

害虫防除最適化の提案

D301◯佐々木 愛1 、大

井田 寛2 (1. 東京都・小

笠原農セ、2. 法政大・生

命)

東京都小笠原村における

Aleurotrachelus
trachoidesの寄主植物

E301◯粥川 琢巳1 、渡

邊 和代1 (1. 農研機構・

生物研)

農研機構が保有する昆

虫培養細胞

9:15 A302◯田中 雅也1 、八

瀬順也1 (1. 兵庫農技総

セ)

黄色粘着板の三次元設

置による微小害虫の誘引

性

B302◯海口 直弥1 、清

水信孝1 (1. 福岡県農林

業総合試験場)

福岡県における主要な斑

点米カメムシ類の加害が

水稲種子の発芽に及ぼ

す影響について

C302◯奥原 大樹1 、土

屋 充志2、石島 諒一2、

濵本 卓1、加嶋 崇之1、

佐野 真喜子1、小川 宗

和1、海老原 格2、水谷

孝一2 (1. 石原産業株式

会社、2. 筑波大学)

画像データ解析に基づく

コナジラミの自動検出お

よび識別

D302◯遠藤 信幸1 、弘

中 満太郎2、内田 誠二

2、礒辺 唯花2 (1. 農研機

構植物防疫研究部門、2.

石川県立大)

走光性の相乗効果メカニ

ズム：空間内の緑色光が

紫外光の魅力を引き出

す！？

E302◯長峯 啓佑1 (1. 農

研機構・生物研)

チョウ目特異的なヌクレ

アーゼ「REase」は抗ウイ

ル ス 応 答に関 与する

か？

9:30 A303◯津田 裕樹1 、下

見 悠輔1、平木 薫1、山

崎 修一1 (1. 大分農林水

研)

夏秋ピーマンにおけるア

ザミウマ類に対する衝立

式赤色防虫ネットの防除

効果

B303◯佐々木 郁弥1、

柴 卓也2、髙篠 賢二1、

松倉啓一郎1 (1. 農研機

構・植防研、2. 龍谷大・

農)

半野外環境下における飼

育観察データに基づいた

イネカメムシの有効積算

温度パラメータの推定

C303◯田渕 研1、吉村

英翔2、清田 裕司3、松

木 伸浩3、吉田 昂樹3、

前原 瞳3、山田 真孝3、

渡邉 秀明3 (1. 農研機構

東北農業研究センター、

2. 玉川大学、3. 福島県

農業総合センター)

土地利用を用いた害虫

被害リスク予測：複数害

虫の予測とその統合

D303◯矢野 修一1 、寺

本優香1 (1. 京大院・農・

生態情報

カブリダニの幼虫は「いら

んことしい」なのか？

E303◯夛田 晃 一郎 1、

粥川 琢巳2、長峯 啓佑

2、三高 雄希1、水口智

江可1 (1. 名大院・ 生命

農、2. 農研機構)

コクヌストモドキの成虫に

特有の表皮クチクラタン

パク質のホルモンを介し

た転写制御機構

9:45 A304元吉 真衣1 、◯加

藤 綾夏1、塩田 あづさ1 

(1. 千葉農林総研セ)

ミニトマト栽培におけるか

ん水方法の違いがネコブ

センチュウの動態に及ぼ

す影響

B304◯窪田 直也1 、清

田 義子1、鈴木 秀文1、

小河原孝司1 (1.茨城県

病害虫防除所)

メヒシバが優占する畦畔

雑草地におけるイネカメ

ムシの発生

C304◯川北 哲史1 、北

村 登史雄1、星野 滋2 (1. 

農研機構 西日本農業

研究センター、2.広島県

立総合技術研究所 農業

技術センター)

IoTを利用した害虫モニタ

リング装置と既存トラップ

との捕殺数推移の比較

と、最新の開発状況

D304◯裏垣 翔野1 、向

日春輔1 (1. 和歌山県果

樹試験場うめ研究所)

和歌山県のウメ栽培圃

場におけるモモヒメヨコバ

イの発生生態

E304◯柴田智文1,2、佐

伯 かおる2、斉藤 千温

3,4、上原 拓也2 (1. 科学

警察研究所、2. 農研機

構・生物研、3. 静岡農林

技研、4. 現 静岡県西部

農林事務所)

タバコカスミカメ赤眼系統

の責任遺伝子scarletの

決定

10:00 A305◯角田ひかり1、池

田 尚平2、野口 知樹2、

久保周子1 (1. 千葉農林

総研暖地、2. 千葉安房

農事)

レタスの害虫ウスモンミド

リカスミカメに対する数種

薬剤の殺虫効果

B305◯世戸口 貴宏 1、

松倉 啓一郎1、佐々木

郁弥1、遠藤 信幸1、高

篠 賢二1 (1. 農研機構・

植防研)

初夏のメヒシバとホソム

ギにおけるイネカメムシ

の発生

C305◯萬屋 宏1、柳澤

隆平1、須藤 正彬1 (1. 農

研機構 植物防疫研究

部門 金谷茶業研究拠

点)

茶の有機栽培で活用で

きるチャノミドリヒメヨコバ

イ体系的防除

D305◯菊池 孝伸1 (1. ネ

ポン株式会社)

バンコク（タイ国）の自社

イチゴ圃場にて発生した

ワタアブラムシの発育と

増殖について

E305◯松田 直樹1 、日

本 典秀1、大門 高明1 (1. 

京大・院農)

タイリクヒメハナカメムシ

における弾性タンパク質

レジリンをコードする遺伝

子の機能解析



2026年3月30日（月）午前　口頭発表
F会場(C1,2) G会場(D1,2) H会場(E1,2) I会場(H1,2) J会場(シビックホールB)

F301◯佐藤 亮太1 、居

橋 勇祐1、佐々木一2、

伊藤 文紀2、宮崎 智史1 

(1. 玉川大・院・農、2.香

川大・農)

奄美大島産タテナシウメ

マツアリの無翅女王の形

態的特徴

G301◯栂浩平1,2、横井

翔3、坊農秀雅1,2 (1.広

大・ゲノム編集、2.広大・

統合生命、3. 農研機構・

生物研)

セイヨウミツバチ Apis

melliferaのワーカー分化

過程におけるエンハン

サー配列候補の探索

H301◯島克弥1 (1. エフ

エムシー ・ケ ミカルズ

（株）開発部 )

感受性検定方法の選択

とは？特に“速効的遅死

型”剤での検定方法

9:00

F302◯細石 真吾1 (1. 九

州大学熱帯農学研究セ

ンター)

土地利用と緑地タイプか

らみた九州北部の港湾

地域のアリ群集

G302◯大野 修1、宇津

木 優季1、窪田 千夏1、

笠原 駿輔1、権 来悟1、

木村 将大2、加藤 学3、

景山 心悟3、生田 智樹

3、松野 研司4 (1. 工学院

大・先進工、2. 東京工科

大・応生、3. 山田養蜂

場、4. 安田女子大・薬)

スズメバチ由来新規生物

活性脂肪酸誘導体の機

能と応用

H302◯須藤 正彬1 、中

野 亮平2、土井 誠2、今

村 剛士3、國本 佳範3、

刑部 正博4 (1. 農研機

構・植防研、2. 静岡県農

林技研、3.奈良県庁、4.

京都大学)

定量PCR分析と統計モデ

ルによる殺ダニ剤抵抗性

の進化速度の効率的推

定

9:15

F303◯土田 浩治1 、岡

本 朋子1、横井 翔2 (1.

岐阜大学、2. 農研機構

生物機能利用研究部門)

オーストラリアに侵入した

フタモンアシナガバチの

原産地を探る

G303◯山本 大介1 、水

島 大 貴 1 、 Ahmed

Tabbabi1、加藤 大智1 (1. 

自治医大・医 ・ 医動物

学)

サ シ チ ョ ウ バ エ

Phlebotomus papatasi に

おけるゲノム編集を用い

た体色遺伝子のノックア

ウト

H303◯刑部 正博

殺ダニ剤抵抗性の作用

点変異と解毒酵素は異

なるメカニズムで選抜さ

れる？

9:30

F304 ◯吉村 英 翔 1,2、

佐々木 謙1、西村 正和

3、小田島圭汰1、山田

佳廣4 (1. 玉川大学農学

部、2. 農研機構東北農

研、3. 玉川大学ミツバチ

科学、4. 三重大学生物

資源学部)

日本産アシナガバチ類に

おける日長依存カースト

決定の種間比較

G304◯朝野 維起1 (1.

東京都立大学理学生命

科学)

昆虫外骨格の強化・安定

化に関わる二つの化学

反応

H304◯阿部 初紀1 、栁

沼久美子1 (1. 福島農総

セ果)

福島県の果樹に寄生す

るハダニ類の薬剤感受

性の実態

9:45

F305◯小坂 肇1、佐山

勝彦1、神崎 菜摘1、牧

野俊一1 (1. 森林総合研

究所)

スズメバチ女王に寄生す

る寄生バチの局所的な

寄生率の比較

G305高橋 侑花1、◯篠

田徹郎1 (1. 福島大学食

農学類)

チャバネアオカメムシの

幼若ホルモン酸メチル基

転 移 酵 素 様 遺 伝子

JHAMT L4及 びL5 の発
現解析

H305◯松本 匠哉1 、中

井 清裕1、川田 千瑛2、

小原慎司3 (1. 香川県農

業試験場、2. 香川県病

害虫防除所、3. 株 式会

社アグリ総研)

アザミウマを対象とした感

受性簡易検定キットの性

能評価

10:00



2026年3月30日（月）午前　口頭発表
A会場(A1) B会場(A2) C会場(A3) D会場(A4) E会場(B1,2)

10:15 A306◯清川 僚1 (1. 青

森産技セ　野菜研)

青森県のゴボウにおける

サビヒョウタンゾウムシの

発生生態と殺虫剤の防

除効果

B306◯大仲 桂太1 、櫛

部七海1 (1. 三重県農業

研究所)

イネカメムシによる被害

抑制を目的とした水稲の

薬剤散布適期の検討

C306◯喜久村 智子1、

安次富 由乃2、大城 楓3 

(1. 沖縄県農業研究セン

ター、2. 沖縄県南部農業

改良普及センター、3. JA

おきなわ)

現地露地オクラにおける

天敵温存植物を利用した

フタテンミドリヒメヨコバイ

の密度抑制の可能性

D306◯小野 友暉1 、大

澤直哉1 (1.摂大・農・昆

虫研)

メールキラーの感染の有

無が、ナミテントウの産卵

数や寿命に与える影響

E306◯西吉利1,2、浜中

良隆2、志賀 向子2 (1. 阪

大・国際科学、2. 阪大・

理学研究科)

神経ペプチドコラゾニン

はホソヘリカメムシの生

殖および胸部斑紋形成

の光周性に関与する

10:30 A307◯桑名ひまり1、黒

田貴仁1 (1.富山農総技

セ)

富山県におけるネギのシ

ロイチモジヨトウに対する

主要薬剤の殺虫効果

B307◯西條 圭祐1 、草

野尚雄1 (1.茨農総セ農

研)

茨城県内採集のイネカメ

ムシ成虫に対するジノテ

フラン液剤の感受性と吸

汁阻害効果

C307◯鈴木 晴喜1 (1.

静岡県農技研果樹研セ)

寒天ゲル上カンキツリー

フディスクによるアカマル

カイガラムシの飼育およ

び薬剤感受性検定

D307◯大澤 直哉1 、今

倉 浩太1 (1.摂南大学農

学部)

ナミテントウの交尾におけ

るオスのサイズの影響

E307◯清水 悠 太1 、片

岡孝介2,3、後藤 慎介1

(1. 大阪公立大・院理、2.

東京農工大・院工、3.早

稲田大・総合研究機構休

眠ホルモン様遺伝子はマ

ダラスズの母性休眠誘

導に関与しない

10:45 A308◯冨原 工弥1 (1.

兵庫県立農林水産技術

総合センター)

ねぎ圃場における黄色

LED防蛾灯を用いたシロ

イチモジヨトウ防除

B308◯松倉 啓一郎 1、

世戸口 貴宏1、佐々木

郁弥1、遠藤 信幸1、髙

篠 賢二1 (1. 農研機構・

植物防疫研究部門)

国内におけるイネカメム

シの地理的変異について

C308◯武藤 悠陽1 、光

畑 雅宏1、嶋村 茂治3、

田中 栄嗣2、野村 昌史1 

(1.千葉大院・園芸、2. ア

リスタライフサイ エンス

(株)、3. (株)ハンモ)

紫外線とクロマルハナバ

チ~植物工場での利用に

ついて~

D308山中 悠己1、乾陽

子1、◯上田 昇平2 (1. 大

阪教育大・自然科学、2.

大阪公大院・農)

キマダラルリツバメ幼虫

に対する寄主アリの特異

的随伴行動

E308◯中野 晏志1 、清

水 悠太2、後藤 慎介2 (1. 

岡山理大・院・理工、2.

大阪公大・院理)

エダナナフシの母親加齢

による初期胚休眠誘導と

幼若ホルモンの関係



2026年3月30日（月）午前　口頭発表
F会場(C1,2) G会場(D1,2) H会場(E1,2) I会場(H1,2) J会場(シビックホールB)

F306◯西村 正和1 、小

野 正人1,2 (1. 玉川大学

学術研究所 ミツバチ科

学研究センター、2. 玉川

大・大学院・農学研究科)

キイロスズメバチ(Vespa 
simillima)のドリフトした働

きバチによる雄生産の可

能性

G306 ◯ コル ネ ッ ト リ

シャー1、布施寛人2、黄

川田 隆洋1、志村 幸子

1、宮田 佑俉1、徳本翔

子1、スメラ エリザベス3、

アブシャヤー パメラ3、ア

ラネ ダ リカルド 3、アン

ダーソンロイ3、ハイダー

レドワン3 (1. 農研機構・

生物機能利 用研究部

門、2. 東京大学、3. メ

リーランド大学)

常温乾燥保存可能な匂

いセンサー培養細胞の

作出

H306◯櫻井 誠也1 、駒

形 森1、貴志淳郎1、安

藤 卓也1 (1. MCCLS株式

会社)

殺虫剤ブロフラニリド（テ

ネベナール🄬 ）を含有す
る新規製剤「シスルモー

ド🄬」の特性

10:15

F307◯熊谷 緋沙子1 (1. 

九段小学校)

蚊を誘引する花の構造

～送粉者と花の形態進

化の関係～

G307辻井（藤原） 直1、

金 俊憲2、◯安居 拓恵1 

(1. 農研機構・植防研、2.

韓国国立山林科学院)

フラスの化学分析を用い

た外来カミキリムシの寄

生検出法は原産地と侵

入地両方で利用できる

H307◯駒形 森1、猪俣

伸一1、金城 寛俊1、櫻

井 誠也1、貴志 淳郎1、

安藤 卓也1 (1. MCCLS株

式会社*)

殺虫剤ブロフラニリド（テ

ネベナール🄬 ）を含有す
る新規製剤「シスルモー

ド🄬」の果樹害虫に対す

る防除効果

10:30

F308◯津田 みどり1、顧 

祥鵬1、 Sultana 

Naznin1、Morshed Niaz1 

(1. 九州大学農学研究院)

環境変化に対する昆虫

の世代間可塑性への内

部共生菌Wolbachiaの効
果

G308藤木 瑛大1、◯宇

賀神篤1 (1. 城西大・理・

化生)

地雷原のゆりかごで：カ

ブラハバチ卵のカラシ油

耐性評価

H308◯葛西 真治1 、糸

川 健太郎1、澤田 恵子

1、比嘉 由紀子1、上村

望 1 、 三浦 こずえ 2 、

Kroesna Kang3 、 Sath

Keo3、駒形 修1 (1. JIHS

国立感染症研究所、2.

東京大学、3. Royal Univ.

Agricul.)

カンボジア産ネッタイシマ

カにおけるピレスロイド剤

超抵抗性kdr遺伝子3型
の比較研究

10:45



2026年3月30日（月）午後　口頭発表
A会場(201) B会場(301) C会場(302) D会場(303) E会場(304)

13:30 A309◯仲川 幹映1、糸川
健太郎2、谷川 力3、恩田
英治4、葛西 真治2、駒形
修2、糸山 享1 (1. 明治大
学、2. 国立健康危機管理
研究機構、3. イカリ消毒
（株）、4. よこはま動物園
ズーラシア)
動物園におけるハエ類の
調査：国内のサシバエから
初めてピレスロイド剤抵抗
性遺伝子kdr が見つかっ
た

B309◯本田 善之1、大山
恭吾1 (1. 山口県農林総
合技術センター)
水面散布することでトビイ
ロウンカ防除に有効な油
剤の開発2

C309◯上樂 明也1、神村
学1、増岡 裕大2、西谷 光
平2、日高 直哉2、何 佳蓉
3 、 楊 詠 竣 3 、 本 間 淳
4,5,6、楠本 みさき4、黃 毓
斌3、大塚 彰2 (1. 農研機
構・生物研、2. 農研機構・
植防研、3. 台湾農業部農
業試驗所、4. 沖縄病害虫
防除セ、5. 琉球産経株式
会社、6. 琉球大学・農学
部)
ゲノム解析によるミカンコ
ミバエの飛来源推定

D309◯田中 幸一1、村田
浩平2 (1. つくば市、2. 東
海大・農)
外来昆虫ブタクサハムシ
の成虫休眠に対する光周
性：気温および変温の影
響

E309◯徳田 岳1、関根 麗
子1 (1. 琉球大学・熱帯生
物圏研究センター)
スギオシロアリの腸内微
生物群集に対する摂食基
質処理と高圧酸素処理の
影響に関する比較解析

13:45 A310◯岩橋 祐太1、阪上
洸多1、本田 理2 (1. 兵庫
農技総セ、2. 兵庫県農林
水産部)
黒大豆における無人航空
機（ドローン）によるハスモ
ンヨトウの防除効果の検
証

B310◯古川 晶啓1、近藤
知弥1、 田淵 翔伍1、古田
明子1 (1. 佐賀県農業試
験研究センター)
トビイロウンカの水稲圃場
における放虫方法の違い
がその後の増殖に及ぼす
影響

C310◯伊礼 彩夏1、新崎
千江美1、高嶺 朝典1、本
間 淳1,3、池川 雄亮1,2,3、
大石 毅1 (1. 沖縄県病害
虫防除技術センター、2.
琉球産経株式会社、3. 琉
球大学)
沖縄県におけるセグロウリ
ミバエ（Zeugodacus tau ）
の発生状況

D310◯鄔 亜嬌1、楠見 淳
子2、阿部 芳久2 (1. 九大・
院・地社、2. 九大・院・比
文)
タマバチ上科（膜翅目）の
寄生蜂およびゴール形成
蜂における卵成熟様式に
関する比較研究

E310柿澤 茂行1、西出 雄
大2、◯古賀 隆一1、汪 亜
運1、深津 武馬1 (1. 産業
技術総合研究所、2. 農研
機構)
ASKAライブラリーのスク
リーニングによる昆虫-細
菌共生関連遺伝子の探索

14:00 A311◯谷本 悠輔1、塩谷
捺美2、尾山 智洋1、松田
絵里子1、藪 哲男1 (1. 石
川農総研、2. 石川県庁)
額縁防除の斑点米カメム
シ類に対する防除効果

B311◯柳澤 由加里1 (1.
兵庫県立農林水産技術総
合センター)
黄色粘着板を用いたヒメト
ビウンカ水田侵入時の密
度調査

C311◯楠本 みさき1、本
間 淳1,2,3、大石 毅1 (1.
沖縄県病害虫防除技術セ
ンター、2. （株）琉球産経、
3. 琉球大学農学部)
セグロウリミバエ大量増殖
システムの技術開発 ー
成虫飼育と採卵方法に関
する検討－

D311◯鳥山 春太1、大澤 
直哉1 (1. 摂大・農)
摂南大学枚方キャンパス
周辺のオサムシ科昆虫群
集

E311◯西出 雄大1、柿澤
茂行2、古賀 隆一2、汪 亜
運2、深津 武馬2 (1. 農研
機構・生物機能、2. 産総
研・モルビス)
カメムシに共生しやすいデ
ザイナー大腸菌を用いた
新しい生物防除法

14:15 A312◯新井 朋二1、菊池
優以1、松田 成弘1、鈴木
希1、井坂 優希1 (1. 群馬
農技セ（防除所）)
群馬県における防除事例
から考えるイネカメムシに
対するジノテフラン液剤の
散布時期

B312◯矢代 敏久1、望月
遼太2,3、松村 正哉1、真
田 幸代1 (1. 農研機構・植
防研、2. 農研機構・九沖
研、3. 北大院・農)
トビイロウンカ・セジロウン
カ発生予測システムの開
発に向けて（１）

C312◯普天間 斎1、大石
毅1、楠本 みさき1、本間
淳1,2 (1. 沖縄県病害虫防
除技術センター、2. 琉球
産経株式会社セグロウリミ
バエ（Zeugodacus tau ）雄
成虫における交尾率およ
びキュウルア誘引性の日
齢による変化

D312◯城田 安幸1、城田
創1、佐藤 悠平1 (1. 医果
同源りんご機能)
りんごとみかんとバナナを
置き、動物たちが食べる
状態を調べた

E312◯汪 亜運1、杉山 隆
雅2,1、西出 雄大3、野崎
友成4、鈴木 龍太郎1、古
賀 隆一1、深津 武馬1,2,5
(1. 産総研、2. 東大・理、3.
農研機構、4. 基生研、5.
筑大・生)
昆虫―微生物共生進化初
期におけるグローバル転
写因子変異の役割解明：
進化実験による実証

14:30 A313◯山田 英一1、安藤
卓也1、直井 敦子1、田中
幸一2 (1. ＭＣＣＬＳ
（株）、2. つくば市)
殺虫剤エミリア🄬フロアブ
ル（フルピリミン水和剤）
の水田有用生物に対する
影響

B313◯望月 遼太1,2、矢
代 敏久3、真田 幸代3、松
村 正哉3 (1. 農研機構・九
沖研、2. 北大院・農、3. 農
研機構・植防研)
トビイロウンカ・セジロウン
カ発生予測システムの開
発に向けて（２）

C313◯本間 淳1,2 (1. 沖
縄県病害虫防技セ、2. 琉
大・農)
トラップネットワークを用い
た侵入害虫の根絶確認法
の開発

D313◯平岩 将良1、石若
直人2、秋山 大樹1、太田
貴生斗1、早坂 大亮1 (1.
近大・農、2. 近大・院・農)
生物多様性モニタリングに
おける計数手法の比較
―Deep learningを用いた
自動計数、目視計数、写
真計数の精度およびコスト
の評価―

E313◯細川 貴弘1、近岡
勇仁1 (1. 九州・理)
ヨコヅナツチカメムシにお
ける腸内共生細菌の多様
性と共生関係の維持機構

14:45 A314◯坂本 洋典1、坂本
佳子1、高井 嘉樹1、神宮
周作2、内堀 隼人3、中嶋
信美1、五箇 公一1 (1. 国
立環境研究所、2. 対馬市
役所、3. 東海理化)
侵入・定着が進む外来社
会性昆虫に対する早期発
見・防除システムの高度
化

B314◯城塚 可奈子1、柴
尾 学1、日本 典秀2 (1. 大
阪環農水研、2. 京大院・
農)
ネギアザミウマの生殖様
式2系統のキャベツおよび
ネギに対する適合性

C314◯久保 悠1、有本 誠
1、織田 はるか1、中原 重
仁1 (1. 横浜植物防疫所)
イモゾウムシ及びアリモド
キゾウムシを含むサツマイ
モを加害するゾウムシ類
のマルチプレックスPCRに
よる識別法の開発

D314◯大庭 伸也1、福岡
太一1、三田村 敏正1,2、
渡 辺 黎 也 1,3,4 (1. 長 崎
大、2. 福島大学、3. 倉敷
芸術科学大学、4. 兵庫県
立大学)
タガメ生息モニタリングの
ための棒設置法の検証

E314◯高田 悠太1、森山
実1、深津 武馬1,2,3 (1. 産
総研、2. 東京大院・理、3.
筑波大院・生命環境)
マルカメムシ初齢幼虫に
おける共生状態に依存し
た行動変容の可視化

15:00 A315◯石田 朱里1、墨岡
宏紀1、江本 勇治1、鈴木
晴喜1 (1. 静岡県農技研
果樹研セ)
現地ウンシュウミカン園に
おけるドローンによる体系
防除の検証

B315◯櫛部 七海1、大仲
桂太1、川端 俊夫2、山田
信二3、山口 友莉香4、市
川 昌樹5 (1. 三重県農業
研究所、2. 三重県中央農
業改良普及センター、3.
JA全農みえ、4. 前：三重
県農業研究所、5. 三重県
桑名地域農業改良普及セ
ンター（前：三重県農業研
究所）)
促成栽培トマトにおけるタ
バコカスミカメの継続利用
を想定したタバココナジラ
ミの防除効果の検証

C315米谷 衣代2、大門 聖
2、◯矢野 栄二1、柴尾 学
3、石若 直人2、香取 郁夫
2 (1. 奈良市、2. 近大・農、
3. 大 阪 環 農 水 研
Convergent cross mapping
によるナス畑の害虫と天
敵の個体群間相互作用の
評価

D315◯立田 晴記1、鐘ヶ
江 正恵2、久保 弘文3、
佐々木 健志3 (1. 九州大
学・理・生物、2. 九州大
学・システム生命・生物、3.
琉球大学博物館)
沖縄島におけるヤエヤマ
マドボタルの分布拡大状
況と個体群の由来源

E315◯竹下 和貴1 (1. 秋
田県大・生物資源科学)
オオホシカメムシ細胞内共
生系における共生細菌3
型分泌装置の機能解析
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F309◯松元 音旺1、室 知
里2、小森 崇聖2、新谷 喜
紀2、弘岡 拓人3、井口 雅
裕3、米田 洋斗4、松尾 和
典5 (1. 九大院・地社、2.
南九州大・昆虫、3. 和歌
山果樹試験場、4. 大阪府
松原市、5. 九大院・比文)
日本におけるチュウゴクア
ミガサハゴロモの卵寄生
蜂の発見

G309◯藤井 毅1、松山 茂
2、増田 薫1、大橋 ひろ乃
3、日本 典秀4、櫻井 健志
3 (1. 摂南大学・農・応用
昆虫、2. 筑波大・生命環
境、3. 東農大・農、4. 京大
院・農・生態情報)
タイリクヒメハナカメムシが
分泌する性フェロモン物質
の探索

13:30

F310島田 拓3、田中 勇史
2、◯髙須賀 圭三1 (1. 九
大・院・理、2. 八王子市、3.
アントルーム)
一時的社会寄生性ケアリ2
種による母殺教唆型ワー
カー操作

G310◯大橋 ひろ乃1、岡
村 鮎1、日本 典秀2、藤井
毅3、櫻井 健志1 (1. 東農
大・農、2. 京大院・農・生
態情報、3. 摂南大・農・応
用昆虫)
タイリクヒメハナカメムシの
匂いに対する誘引・忌避
行動の観察

13:45

F311◯下地 博之1、西宮
凜太郎1 (1. 琉球大学)
オオシワアリを用いた行動
の左右非対称性の検証

G311◯新垣 則雄1、谷崎
樹生2、若村 定男3 (1. 沖
縄県八重瀬町、2. 沖縄県
石垣市、3. 京都先端大)
イシガキシロテンハナムグ
リ （ Protaetia ishigakia
ishigakia) の配偶行動

14:00

F312◯松村 健太郎1 (1.
東京大学)
雌雄の活動性の相互作用
が繁殖に及ぼす影響

G312◯森山 太介1、若村
定男1、新垣 則雄 (1. 京都
先端大)
イシガキシロテンハナムグ
リはなぜボウランに誘引さ
れるのか：沖縄本島・石垣
島での野外試験による化
学擬態の検証

14:15

F313◯日室 千尋1、本間
淳2,3、池川 雄亮2,3,4、大
石 毅2、熊野 了州5 (1. 岐
大・応生、2. 沖縄県病害
虫防セ、3. 琉大・農、4. 琉
球産経（株）、5. 帯畜大)
野生ホストによって変化す
るイモゾウムシの射精物

G313◯野村 佳暉1、千葉 
勇輝1、堀 雅敏1 (1. 東北
大院・農)
翅型と体表ワックス組成
が異なるイチゴハムシ個
体群間における交配後隔
離の有無

14:30

F314 ◯ 中 野 亮 1 、 Diaz-
Garcia Lara1,2 (1. 農研機
構・植防研、2. University
of Strathclyde)
コウモリの超音波に対す
るハチノスツヅリガの行動
反応

G314◯花城 比華里1、立
石 康介2、北條 賢2、藤井
毅1 (1. 摂南大・農学研究
科・応用昆虫、2. 関西学
院大・生命環境・生物科
学)
アメリカシロヒトリのアルデ
ヒドフェロモン成分比の変
化に伴うオス誘引への影
響

14:45

F315◯香取 郁夫1、坂本
貴海1、岸本 和1、奥田 健
人1、細川 雄平1 (1. 近畿
大・農)
ジャコウアゲハ幼虫の体
表を覆う肉状突起の役目
に関する「共食いからの防
衛」仮説の検証2

G315◯八角 かのん1、室
智大2,3、松井 悠樹4、勝
間 進2、藤井 毅1 (1. 摂
大・農学研究科・応用昆
虫、2. 東大院・農・昆虫遺
伝、3. マックスプランク化
学生態学研究所、4. 農研
機構)
アワノメイガとアズキノメイ
ガの交雑後代F1の性フェ
ロモンの基礎解析

15:00
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15:15 A316◯白石 祥子1、衞藤
友紀1 (1. 佐賀県果樹試
験場)
ハウスミカンで問題となる
ワタミヒゲナガゾウムシに
対して有効な薬剤の探索

B316◯広岡 佑太1、中野
昭雄1 (1. 徳島県立農林
水産総合技術支援セン
ター)
徳島県のモモにおけるク
ビアカツヤカミキリ被害防
止に向けた被覆資材の追
加実証

C316◯外山 晶敏1、新村
瑠里1、岸本 英成1 (1. 農
研機構・植防研)
果樹におけるミヤカブリダ
ニ製剤の拡散特性と利用
方法の検討

D316◯荒井 周1、齋藤 惣
平1、角平 龍紀1 (1. 東農
大・昆虫)
分布拡大が懸念されるア
オイ科害虫アオイガ（チョ
ウ目: ヤガ科）
フタトガリアオイガとの各
発育段階における識別と
生態的知見

E316沼尻 侑子2、陰山 大
輔2、◯山中 武彦1 (1. 農
研機構・農情研、2. 農研
機構・生物研)
共生微生物を利用した害
虫防除メカニズムの解明：
齢構成モデルによる包括
的理解

15:30 A317◯守屋 伸生1、赤嶺
聖良1、喜久村 智子2 (1.
沖縄農研セ・野菜花き、2.
沖縄農研セ・病虫)
キク栽培における花芽抑
制用の光源の種類とネット
資材の組合せがクロゲハ
ナアザミウマの密度抑制
に与える影響

B317◯菊池 寛1、坂本 光
1 (1. 株式会社サニックス)
マ イ ク ロ サ テ ラ イ ト マ ー
カーを用いた鎮守の森に
お け る ヒ ト ス ジ シ マ カ
(Aedes albopictus)の個体
群構造解析

C317◯桒田 光均1、日本
典秀2、白岩 立彦1、多田
光史1,2 (1. NPO無施研、
2. 京大院農)
無施肥無農薬栽培が茶園
の病虫害発生とアザミウ
マ個体数に及ぼす影響

D317◯大西 浩翔1、舘 卓
司2 (1. 九大・地社、2. 九
大・比文)
堆 泥 環 境 に 生 息 す る
Ditrichophora 属（ミギワバ
エ科）の分類学的研究

E317◯安部 淳1、宮田 真
衣2,3、陰山 大輔4、小長
谷 達郎5 (1. 神奈川大・
理、2. 福井大院・工、3. 福
井大・ライフサイエンスイノ
ベーションセンター、4. 農
研機構・生物研、5. 奈良
教育大・理科教育)
雌化Wolbachia に感染した
キタキチョウ個体群はなぜ
絶滅しないのか？：個体
ベースモデルによる検討

15:45 A318◯戒能 洋一1、宮本
隆典2、佐藤 安志3、田端
純3 (1. 筑波大学 生命環
境系、2. 東京海洋大、3.
農研機構)
チャノコカクモンハマキの
性フェロモンへの定位に
及ぼすLEDロープの位置
の影響

B318◯徳田 誠1,2、宗 祥
史2、矢野 文士2 (1. 佐賀
大・農、2. 鹿児島大院・連
合農学)
スダジイタマバエの遺伝的
変異と伊豆諸島での大発
生継続要因

C318◯村田 未果1、田中
彩友美1 (1. 農研機構 植
物防疫研究部門)
ツマジロクサヨトウにおけ
る寄主選択に対する幼虫
期の摂食経験の影響

D318◯細谷 忠嗣1 (1. 日
本大学生物資源科学部)
新たな資源動物である「昆
虫食」などの動物資源科
学系大学生における認知
度

E318◯安佛 尚志1、西川
洋平2,3、新井 大4、相川
拓也5、竹山 春子3,6 (1.
産総研・細胞分子工学、2.
産総研・バイオものづくり、
3. 早大・ ナノライフ 創新
研、4. 農研機構・生物研、
5. 森林総研、6. 早大・先
進理工)
シングルセル技術を用い
た生殖操作様式の異なる
共生細菌ボルバキアの比
較ゲノム解析

16:00 A319◯坂巻 祥孝1、鈴木
智久2、飛松 諒3、銀杏 優
志4 (1. 鹿児島大学・農学
部、2. カワサキ機工株式
会社、3. 鹿児島県農業開
発総合センター、4. 株式
会社　伊藤園)
蒸気防除がチャ園のヨコ
バイ等へ与える影響(4年
目：部分的更新圃場)

B319◯伊藤 健司1、石塚
優介1、手塚 俊行1 (1. 株
式会社アグリ総研)
ヘヤカブリダニのナミハダ
ニに対する選好性

C319◯石栗 陽一1 (1. 青
森産技りんご研究所)
青森県のリンゴ園におけ
る複合交信かく乱剤の普
及と各種害虫に対する効
果

D319◯平良 秀平1、大石
毅2、楠本 みさき2 (1. 沖
縄県農業研究センター、2.
沖縄県病害虫防除技術セ
ンター)
新たな侵入害虫セグロウ
リミバエ卵の低温水中保
存が孵化率に及ぼす影響

E319◯Astri Nur Faizah1、
Daisuke Kobayashi1 、
Shinji Kasai1 、 Haruhiko
Isawa1 (1. JIHS NIID Med
Ent Dept)
Assessing the
susceptibility of an
insect-specific flavivirus
and its coinfection
dynamics with the Dengue
virus in an Aedes aegypti
colony

16:15 A320◯肥川 広樹1 (1. シ
ンジェンタジャパン株式会
社)
サイモディス®DCの茶の
各種害虫に対する防除効
果

B320◯竹中 彩1、安藤 忠
2、武田 晃司1、小林 徹也
1 (1. 農研機構・生物研、2.
水産機構)
飼料用昆虫アメリカミズア
ブ(Hermetia illucens )の表
皮の改良

C320◯山本 敦司1 (1. 東
京農業大学)
飛来性害虫トマトキバガの
殺虫剤抵抗性リスク評価

D320◯中村 茂雄1、村山
奈未1 (1. 宮城大・食産)
ドウガネブイブイ幼虫飼育
法の効率化

E320◯金子 ちひろ1、Jim
é nez Paula1 、 大杉 祐生
1、田谷 友里恵2、御子柴
碧1、室谷 晴彦1、邱 永晋
1、林 直樹1、野中 成晃1、
中尾 亮1 (1. 北大・獣医、
2. 北大・人獣研)
マ ダ ニ 共 生 細 菌
Rickettsiella の 宿 主 域 推
定と吸血生理への影響

16:30 A321◯末次 雄哉1、手柴
眞弓1 (1. 福岡県農林業
総合試験場茶の有機栽培
におけるチャノミドリヒメヨ
コバイ新規防除薬剤の検
討

B321◯藤田 弥佳1、武田
晃司1、劉 家銘1、小林 徹
也1 (1. 農研機構)
アメリカミズアブによる植
物性未利用資源の活用の
検討

C321◯熊野 了州1、藤本
涼花1、村上 勇人1、秋本
正博2 (1. 帯広畜産大学・
環境生態、2. 帯広畜産大
学・植物生産). 北海道の
平野部における外来種セ
イヨウマルハナバチの除
去が，カボチャ圃場におけ
る在来送粉者に及ぼす影
響

E321◯井上 真紀1、納富
圭太郎1、宮本 優太1、𠮷
岡 美咲1、小松 健1、石黒
結唯1,2、謝 肖男1,2 (1. 農
工大院・農、2. 宇大・バイ
オ)
植物ウイルス感染による
花形質と送粉者行動の変
化



2026年3月30日（月）午後　口頭発表
F会場(101) G会場(102) H会場(103) I会場(104) J会場(105)

F316◯井出 純哉1 (1. 久
留米工大・教育)
ヨツモンカメノコハムシの
葉の色の好みに学習は関
係しているか

G316◯新屋 良治1 (1. 明
治大学・農学部)
見えてきた寄生線虫の嗅
覚世界:揮発性性フェロモ
ンの同定から受容体探索
まで

15:15

F317玉田 結唯1、◯日本
典秀1 (1. 京大院・農・生
態情報)
タバコカスミカメの夜行性
と、行動量に影響する条
件

G317◯柳川 綾1、Couto
Antoine 2、Sandoz Jean-
Christophe 2、畑 俊充3、
Mitra Aniruddha 2,4 、
Aghad Moutaz 2,5、Guigue
Alexandra6 、 Marion-Poll
Frédéric2 (1. 安田女子大
学 、 2. Universit é Paris-
Saclay、3. 京都大学、4.
Shoolini University 、 5. Ÿ
nsect-P ô le Innovia 、 6.
INRA, UMRiEES-Paris)
グルーミング反射行動に
おけるLPS知覚に関与す
るショウジョウバエ翅上味
覚受容器

15:30

F318◯横溝 匠1 (1. 京都
大学生態学研究センター)
マングローブスズにおける
周期的な浸水に対する活
動パターンと遺伝子発現
の応答

G318◯高務 淳1、向井 裕
美1、所 雅彦 (1. 森林総
研)
シイタケハエヒメバチに内
在しているヌディウイルス

15:45

F319◯渡 康彦1、後藤 慎
介2、宮崎 洋祐3、黒木 出
4、田中 一裕5 (1. 芦屋大・
臨 床 教 育 、2. 大阪 公立
大・院理、3. 芦屋大・経営
教育、4. 岡山理科大・基
盤教育、5. 宮城学院女子
大・一般教育)
キイロショウジョウバエに
おける温度周期下の羽化
リズム
―全暗条件および全明条
件における平均温度の影
響―

G319◯佐藤 大樹1 (1. 森
林総合研究所)
シダハバチ類の一種から
得られた昆虫疫病菌類に
ついて

16:00

F320◯宮崎 洋祐1、田中
一裕2、渡 康彦3 (1. 芦屋
大・経営教育、2. 宮城学
院女子大・一般教育、3.
芦屋大・臨床教育)
タマネギバエの概日羽化
リズムにおける温度ステッ
プアップおよびステップダ
ウン位相反応曲線

16:15

F321◯田中 一裕1、渡 康
彦2 (1. 宮城学院女子大
学・一般教育部、2. 芦屋
大・生命工学)
タマネギバエの羽化時刻
の季節変化

16:30



2026年3月30日（月）午後　口頭発表
A会場(201) B会場(301) C会場(302) D会場(303) E会場(304)

16:45 A322◯吉村 正志1 (1. 琉
球ネイチャーポジティブ)
沖縄島における国内外来
ホタル「ヤエヤママドボタ
ル Pyrocoelia atripennis 」
の選択的防除手法開発

B322◯祐川 侑司1、二木
佐和子1、黒田 枝里1、神
﨑 亮平1、光野 秀文1 (1.
東大・先端研)
昆虫嗅覚受容体発現セン
サ細胞のカビ臭気成分に
対する検出限界と濃度定
量範囲の検討

C322◯岸 茂樹1 (1. 農研
機構・農情研)
訪花昆虫の体サイズと花
の咲く高さの関係
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16:45
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